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津波避難対策
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宮城県南三陸町（旧志津川町）における津波避難対策の検討事例

段ボールを使って
デザイン検討

段ボールを原寸大に切って
デザインのマークを検討。

模型を作っての検討
現地調査を結果を基にどこ
にどのサインを設置したら
よいか模型を作って検討

■住民参加の懇談会により、津波の避難経路、津波避難の誘導標識デザイン、設置箇所を検討

●参加メンバーにより
作成されたアイデア

上記ピクトグラムでは、人
の避難方向が“直進”である
ことがわかる。
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宮城県南三陸町（旧志津川町）における津波避難対策の検討事例

総合案内板の設置例

誘導サイン（支柱タイプ）の設置例

誘導サイン（埋込タイプ）

避難誘導ライン（緑線）
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海外における津波避難標識の設置事例

■プーケット・カマラビーチにおける津波避難誘導標識の設置事例

現在地や街の全体図の避難
経路が一目でわかる案内版

避難経路を示す標識 津波が来た12・26の
波の高さを示した標識。

ここでは３mもの高さ
の津波が来たことを示
す
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複数の施設や施策（ﾊｰﾄﾞ･ｿﾌﾄ）を組合せた整備
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ハード・ソフト一体となった総合的な防災体制の確立

ハード・ソフト一体となった
総合的な防災体制の確立

海岸保全施設のみで対処することの限界

施設整備による安全水準（防護水準）の向上に
重点

津波・高潮被害の未然防止

速やかな防災体制の構築

迅速な避難の実施

災害復旧への早期対応

老朽化等により、想定される津波・高潮に

対して海岸保全施設が十分な安全水準を

提供し得ない場合もある。

想定以上の津波・高潮の来襲の恐れがあ

る。

海岸利用者等の安全の確保が急務である。

総合的な防災対策のイメージ

ハード面の対策 ソフト面の対策

津波・高潮被害の未然防止

速やかな防災体制の構築

迅速な避難の実施

災害復旧への早期対応

海岸保全施設の新設
暫定施設の早期完成
老朽化施設の大規模改修
耐震化対策の強化

基礎的情報の蓄積、公表
防災意識の向上
防災知識の普及

水門、陸こうの自動化
情報表示板等の
設置
ＣＣＴＶカメラの設
置

災害発生情報の提供

避難経路、避難地の確保
防災活動拠点の確保

ハザードマップ等による避難方法や防
災対応方法に関する情報の提供

応急復旧路の確保 被災状況の迅速な把握と提供
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ハード・ソフト一体となった津波･高潮対策

情
報
提
供

）
）

ハザードマップの作成支援

水門等の操作体制･運用
の構築･改善

防災情報表示板の整備

住民避難訓練の実施津波・高潮防災ステーションの整備

基地局・センター

陸閘

光ケーブル

潜堤・人工リーフ

海岸堤防
海岸利用者への安全
情報伝達施設

現場機器
ＣＣＴＶカメラ、
警報装置等

水門等の自動化
遠隔操作化

離岸堤

避難施設

海岸堤防等の
耐震調査等

流出防止対策流出防止対策

水域・陸域にわたる

放置等禁止区域の指定

海岸堤防の整備津波防波堤の整備

整備予定箇所

GPS波浪計
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総合的な土砂管理対策
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安倍川・静岡海岸における総合的な土砂管理の推進

≪計画的な河道の掘削と適切な維持の推進≫

・土砂流出の調整

高水敷の整備

骨材への利用

海岸への養浜

駿河湾

静岡海岸

清水海岸

河道の掘削・
維持

大谷崩
砂防事業砂防事業
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河川への土砂流出状況
海

樹林化と

礫河原の減少

背砂に伴う浸水危険度の上昇

治水機能の低下利水機能の低下

堆砂による
有効容量の減少

土砂生産

土砂流出

ダム

ダム

砂利採取による河床低下

河口砂州の縮小

沿岸部の海岸侵食

遠州灘海岸における
侵食状況

ダムの堆砂状況

荒廃地からの土砂生産

天竜川水系における諸課題

1946年

1946年汀線

1962年汀線

2001年汀線

1946年汀線

1962年汀線

2001年汀線

天
竜
川

天
竜
川

天
竜
川

1962年

2001年

10



天竜川・遠州灘における総合的な土砂管理の推進

≪砂防・ダム・河川・海岸が連携した総合的な土砂管理の推進≫

海

河道内の適切な樹林管理

砂礫河床の復元

治水機能の回復利

水機能の回復

ダム流入土砂のバイパス等

土砂生産

土砂災害の防止と、

適切な土砂移動の確保

ダム

貯砂ダム

浚渫・掘削,貯砂ダムに
よる堆砂の除去

バイパス等による礫河床の
復元，河口への砂分補給

飛砂量の増加に伴う砂丘の発達

砂丘後背地の排水能力の低下による後背湿地の形成

透過型砂防えん堤

（海岸管理者による遠州灘沿岸侵食対策）
・離岸堤の設置
・養浜の実施

（佐久間ダム・秋葉ダム）
バイパス等の排砂施設

適切な砂利採取と河床高管理

礫分の補給による望ましい河川環境
（礫河床、礫河原等）の復元

（佐久間ダム）・・・排砂施設完成までの間
洪水調節容量確保のための貯水池掘削

ダム

バイパストンネル
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漂流・漂着ゴミ
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海流により外国へ運ばれる日本のゴミ ・ 海洋を浮遊するゴミ

引用：「海洋のしくみ(日本実業出版社)」等赤矢印は暖流（暖かい流れ）
青矢印は寒流（冷たい流れ）

■海洋浮遊ゴミの移動・集積シミュレーション（初期値として北太平洋全体に1度格子毎に配置した浮遊ゴミの分布の時間変化）

■世界の海流

【初期値】

【５年後】

≪太平洋上の海洋漂着ゴミ≫

• ハワイ諸島の西方、日付変更線付近の太
平洋上にサンド島、スピット島、イースタン
島の三つの島からなる米国ミッドウェー環
礁は、近年、「漂着ゴミの島」として注目され
ている

• これらには、日本製、中国製、韓国製などア
ジアからのゴミが海流に乗って流れ着いた
ものも多く、年間11トンを超え島では処理し
きれない状況になっていると言われている

≪海洋浮遊ゴミのシミュレーション結果≫

• 東海大学の久保田教授らは、人工衛星が観測した海上風
や海面の凹凸データから北太平洋表層の海流を算出し、
漂流ゴミが海流に乗ってどの方向に流れるかをコンピュー
タ追跡した研究成果を公表

• 太平洋上の高緯度の漂流ゴミは概ね南東方向に、赤道に
近い低緯度の漂流ゴミは北西方向に移動し、わずか数ヶ
月の間に北緯20～40度の中緯度帯に寄せ集められて、太
平洋の東西をほぼ横断する幅一千km前後の漂流ゴミの
帯、即ち、「太平洋ゴミベルト」が出現する

• 特に漂流ゴミが集中する海域は、ハワイ諸島やその北東
海域、北米大陸西岸の北部海域、フィリピン周辺の海域

出典：宇野木早苗・久保田雅久（1996）：海洋の波と流れの科学、東海大学出版会、356pp 引用：http://www.nda.ac.jp/~yamaguch/newpage13.htm ／防衛大学・山口晴幸教授

引用：http://www.nda.ac.jp/~yamaguch/newpage13.htm ／防衛大学・山口晴幸教授
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海浜に打ちあがった魚介類の処理
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（生存）

（死亡）

（利用する場合）

（利用しない場合）

海浜に打ちあがった魚介類の処理について

陸上（海浜等）に自然に打ち上がった魚介類は無主物であるために、人が不要とするもの（廃棄物）かどうか不明
であり、一概にゴミ（廃棄物）とは言えないが、一般的な考え方として、打ち上がった魚介類を汚物又は不要物とし
て処理することが必要と判断され、かつ法的に処理をしようとするのであれば、陸上における処理方法を定めてい
る廃棄物処理法の適用を受け、同法の規定に基づき処理を行う必要があるものと考えられる。

【魚介類が打ち上がった場合の対応例】

魚介類

利用
（食用、海に戻す等）

廃棄物処理法に
基づき処理

廃棄物処理法に
基づき
残滓の処理

食用等
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河川、港湾、漁港等他事業との連携
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海岸保全対策による河川供給土砂の捕捉

【整備前】 【整備後】

・富山県下新川海岸は冬期風浪の影響による侵食が著しく、近年においても稀少な砂浜が喪
失する危機。
・離岸堤や人工リーフ整備により、波浪を低減し河川からの供給土砂を的確に捕捉することで、
砂浜が約４０ｍ回復。
・特に黒部川では宇奈月ダム等で排砂を実施し、総合土砂管理を推進。

事業実施前の汀線

H17.10撮影

人工リーフ

← 黒部川

H6.2撮影 ← 黒部川

H7撮影

宇奈月ダム
排砂状況
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港湾と海岸の連携による津波対策

・湯浅広港においては、津波防波堤と、護岸、胸壁、陸閘等の連携により、津波対策が進められ
ている。
・津波防波堤の整備により、港内の静穏度を高め、物流機能を確保するとともに、港内の津波
高の低減や津波到達時間の遅延を図り、津波から背後の人命・財産を防護している。

◇津波防波堤の整備状況◇湯浅広港における津波防波堤の整備

津波防波堤Ｌ＝450ｍ 津波防波堤Ｌ＝400ｍ

八戸港（青森県）

久慈港（岩手県）

釜石港（岩手県）

大船渡港（岩手県）

女川港（宮城県）

文里港（和歌山県）

浅川港（徳島県）

須崎港（高知県）

湯浅広港（和歌山県）

● 整備完了
● 整備中
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砂防・河川・港湾と連携した海岸侵食対策

富士山

大沢扇状地

富
士
川

田
子
の
浦
港

昭
和
放
水
路

潤井川

○砂防事業との連携
（大沢扇状地からのサンドバイパス）
富士山麓大沢扇状地内で１０㎜以下を
取り除き１０～１５０㎜の養浜材料へ粒
径調整し養浜材料とする

沈砂地の排砂

土砂の
有効補足

海底谷への損失土砂

○河川事業との連携
富士川河口部からのサ
ンドバイパス（計画）

19海底谷への損失土砂

田
子
の
浦
港
海
岸

富
士
海
岸

○港湾整備事業との連携
航路の埋塞を防ぐための維持
浚渫砂を養浜材として使用

海岸侵食

沿岸漂砂

土砂の堆積

土
砂
供
給
量
の
減
少

汀線変化図
0

50

100

150

200

02468101214161820222426283032343638404244464850

H8.2
H7-H14最大
H7-H14最小
H15.2

Ｈ７年度以降浜幅最小区間養浜区間

平成 ８年 ２月 （養浜開始前）

平成１５年 ２月 （養浜開始後）

陸側
堆積

侵食

養浜区間 汀線が後退している
沿岸漂砂の向き

昭
和
放
水
路



松合漁港海岸

【【 被災直後の状況被災直後の状況 】】 【【 整備の状況整備の状況 】】

水産基盤整備事業
（水門、H16完成）

高潮対策事業（護岸整備、H18完成予定）

●平成１１年台風１８号により、熊本県宇城市（旧不知火町）松合地区では死者１２名、全壊家屋４７棟など甚大な被害が発生
●被災後、「松合漁港高潮対策検討会」を立ち上げて対策を検討。高潮対策事業による護岸整備を実施するとともに、
漁港整備、漁業集落環境整備を併せた総合的な復興対策を実施

漁港・漁村の整備と一体的に実施した高潮対策

漁業集落環境整備事業
（地盤嵩上げ等、
H19完成予定）
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漁港管理と海岸保全対策を一体的・効率的に実施

S59.3撮影

浅羽海岸

福田漁港

袋井市

磐田市

至御前崎

二級河川太田川

土砂排出箇所

P

土砂採取箇所
パイプライン

漂砂方向

浅羽海岸侵食状況（H16.10撮影）

・静岡県浅羽海岸（河川局）の侵食対策と福田漁港（水産庁）港口の埋没対策を一体的・効率的に
実施するため、新手法のパイプライン型サンドバイパスを平成１９年度より工事着手し、持続的か
つ長期的に対策を講じる予定。

・従来のダンプ等による土砂輸送に比べ安価な新手法を確立。

ふくで

土砂排出口
（排出イメージ）

土砂採取口
（ジェットポンプ先端部）
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行政とNPO等との連携

22



表浜海岸（愛知県）における官民協働の取り組み

《官民協働によるアカウミガメの産卵上陸のための取組事例》
①豊橋市は、砂浜に露出した既存消波堤がアカウミガメの上陸・産卵に影響を与えているため、

NPO法人表浜ネットワーク等関係者と協議を実施し、２００６年６月に消波堤の一部を実験的に
撤去。
②今後、台風や高潮による背後地への影響を概ね２年程度かけて調査し、海岸保全と海岸環境
の両面に配慮した海岸整備の検討を行う予定。

東細谷海岸浜の幅は約5～6メートル。産
卵上陸したアカウミガメはブロックに沿っ
て約90メートルほど移動。汀線から約6
メートル地点で産卵。満潮時は水没。
（2005年6月16日）

表浜海岸に上陸した
アカウミガメ アカウミガメのふ化調査の様子

【NPO法人等の取り組み（表浜ネットワークの事例）】
年間を通じて様々な要因で変化する海浜環境を調査・記録し、環境保全に対する考察や提案を
し、持続可能な海岸づくりを目指している。
① 夏はアカウミガメの産卵孵化調査を実施
② 冬は強い季節風を利用した養浜活動を実施

出典：「連続性のある海岸環境を保つ意義と市民活動」田中雄二、
河川,2006.october,No.10

写真：表浜ネットワーク・ホームページ

豊橋市小島町の表浜、通称小島海岸
にて、アカウミガメの産卵上陸の障害と
なっている消波ブロックの一部を実験
的に撤去。（2006年6月）
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鴨川沿岸における地域住民と協働で美しい海辺づくりを進める取り組み

≪鴨川沿岸 海岸づくり会議における事例≫

千葉県鴨川市の鴨川沿岸では、沿岸の住民・漁業・観光関係、海岸利用者と行政が平成15年に「海岸づくり
会議」を設置して、専門家の助言を得ながら、海岸保全対策について協働で検討を実施している。

その結果、海岸保全と「きれいで安全で利用しやすい海岸」 という地元の要望を取り入れた越波災害に対する

海岸保全施設の計画策定が実施されつつある。

出典：http://www.city.kamogawa.chiba.jp/kaigan/kaigandukuri-index.htm

■護岸改良後のイメージ ■ディスカッションの様子

≪住民との協働による検討結果の事例（東条海岸）≫

越波・越流による浸水被害に対する対策として、行政から提案された対策に対して、海岸利用への配慮から

●設置天端（歩道部分）と嵩上げ工の高低差を1.1ｍ程度にし、景観の確保と海側への転落防止を図る
●100m～200ｍ毎に海浜にアクセスできる階段工を設置
等の変更を検討し、下記のような対策工を住民との協働により導き出す。
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【ＮＰＯ法人 水辺に遊ぶ会における取り組み】

地域の自然を再発見し、中津の自然環境を子どもたちへと守り伝えること、また、海と人のよりよい関係を将
来にわたり維持することを目指し、年間を通じて、自然観察会や環境学習、調査研究活動、会報誌による情報
発信等を実施。

《官民協働による海岸整備計画を変更した事例》

当初、海草等の堆積・腐敗対策として、干潟を覆砂する事業が計画。

干潟が有する貴重な生態系に対する指摘を受け、専門家・自然環境団体・
地元代表・住民代表からなる懇談会を設置。

最終的に、海岸護岸及び前面湿地帯の消波機能（面的防護）により、貴重
な生態系を保全しつつ、背後地の防護を行う案を採用した。

舞
手
川
河
口

中
津
港

自然環境の保
全に配慮する
区域

干 潟 海 域

消波帯機能
（面的防護）

幅と形状により直立護
岸と一体での防護機能
が成立

当初計画護岸法線

■懇談会開催の様子

中津港海岸（大分県）における官民協働の取り組み
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地域の景観に配慮した整備
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景観に配慮した海岸整備事例
■自然材の部分使用及び緑陰による護岸の人工的印象の緩和

■人工的印象を軽減するため護岸背後の法面の覆土や緑化等の工夫がなされた堤防

■周辺環境に目立たずに収まっている大規模な階段護岸

• 堤防を盛土構造として芝生を貼り付け
• この盛土構造と緑化は、大規模な人工構造物による心理的圧迫感を軽減
• 同時に、背後地からの天端へのアクセシビリティを向上
• 天端上の遊歩道は海岸景観を楽しむための視点場を提供

• 護岸の端部に玉石を用い、護岸のエッジの印象を緩和
• 松林の緑陰が護岸線付近に落ちて、砂浜と背後空間との境界部が強調されずにぼかされて、景観
的まとまりを上手く演出

• 湾曲する汀線形状に沿う形で護岸線形が確保され、また適度な間隔で分節されているため、長大な
階段護岸の存在感を減少

• 護岸上に柵や手摺り等の目立った付属物がなく、付加的なペインティング・装飾物等もないため、上
述の自然環境基盤がこの場所の景観の主役として尊重され、護岸は礫状の海浜その他の周辺環境
に対して目立たずに収まる

• 護岸天端が遊歩道として活用され、湾曲する汀線形状や富士山、愛鷹山、松林等を眺める良好な視
点場を提供

出典：「海岸景観形成ガイドライン」国土交通省農林水産省、平成１８年１月 27



観光資源としての魅力に配慮した海岸整備事例

■ 奥山－舟屋－水面（湾内）により構成される伊根漁港海岸

≪伊根漁港海岸の特徴≫
伊根漁港海岸は、緑豊かな山を背景として、ある程度同じ間口を持った秩序ある舟屋群が海に面し
て湾全域に建ち並んでいることが特徴であり、全国的にも知られるこの舟屋景観は重要伝統的建
造物群保存地区に選定されており、地域の観光資源となっている。

〔伊根漁港海岸の観光資源としての魅力〕
①湾に面する舟屋の地域独自の建築様式
②海に面した舟屋の連続性、水際線と平行な妻入り屋根の
ライン
③背後の山並みと青島による囲繞感
④水面、舟屋、背後の山並みの連続性と一体感

≪保全施設の整備の概要≫
整備にあたっては、住民や舟屋保存会等と協議し、既存施設に似た石積風護岸にするなど、観光
資源としての海岸景観に配慮している。

伊根湾

■ 舟屋下部に設置された護岸

 ③ 

② 
① 

④ 

出典：「海岸景観形成ガイドライン」国土交通省農林水産省、平成１８年１月 28



面的防護方式の採用による景観等への配慮した海岸整備

《新潟港海岸の特徴》
・新潟港海岸（西海岸地区）は、日本有数の侵食海岸で背後に新潟中心市街地が広がっている。
・大正から昭和にかけて大幅に侵食を受けたが、潜堤、突堤、養浜を組合わせた面的防護工法によ
り、海岸地形をより安定的、持続的に防護、維持し、且つ、景観・親水空間にも配慮した海岸を整備。

景観等への配慮
○「新潟西海岸景観デザイン委員会」を組織し、景観へ
の配慮と利活用の方策を検討。
○シンポジウムやオープンハウスなどのＰＩ活動を実施し、
その成果の一つとして、景観形成事業推進費を活用し
た飛砂防止対策と連携したクロマツの植栽を多数の市
民参加のもと実施。
○潜堤により、海辺の景観へ配慮した海岸整備を実施。

平成17年10月撮影

市民の参加によるクロマツの植栽 日本海に沈む夕日

【整備前】

【整備後】

侵食による砂浜の損失

市 街 地

平成元年撮影

侵食による砂浜の損失

市 街 地

後退前汀線

後退後汀線

平成元年撮影

日和山展望台

市

現在も整備が進む西海岸

養浜

← 突堤 →

↓離岸堤（潜堤）

市 街 地

約７０ｍ約７０ｍ

平成18年12月撮影年

日和山展望台

現在も整備が進む西海岸

29



地域の知恵・経験知の活用
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地域の知恵・経験知の活用

昔は、海岸に漂着した亀や大型動物の死体を葬った「亀塚」までが家屋を建て
て良い限界線であった。
即ち、亀塚ラインが、海陸の境界という住民の意識であり、ウミガメや砂浜性鳥
類の繁殖地、海浜植生の保全、海水浴の砂浜の確保、多少の高波浪からの住宅
の保全など、防護・環境・利用の３つが成立する絶妙のラインであった。
現在は、亀塚ラインを越えて、安全性の低いエリアに人間が進出していることが
わかる。

【地域の経験知】

①地域住民による自然現象の観察結果、古老の被災の昔話、農林水産業従事者の狩猟・採取・
栽培における知恵・工夫

②当事者間での暗黙的な了解事項ゆえに、知識としての存在が見えにくい、先祖から口頭で現場
で直接受け継ぐことが多い

出典：「沿岸地域の住民の経験知にもとづく環境・利用・防災の統合的な海岸づくり」清野聡子、River Front,2007.vol.58

■東条海岸に設置されている亀塚

●過去の被災経験による
知恵

●現在の被災履歴

●最新の海岸保全技術

海岸保全のあり方

保全対策の検討

の再構築
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地球温暖化について
～IPCC第４次評価報告書第１作業部会報告書要約～
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平均海面が５９ｃｍ上昇した場合、
三大湾（東京湾、伊勢湾、大阪湾）の
ゼロメートル地帯の面積、人口

２６～５９ｃｍ１８～３８ｃｍ海面上昇

約４．０℃
(2.4℃～6.4℃)

約１．８℃
(1.1℃～2.9℃)

気温上昇

化石エネルギー源を重
視しつつ高い経済成長
を実現する社会

環境の保全と経済
の発展が地球規模
で両立する社会

５９３

８７９

海面上昇後(B)

１．５４０４人口（万人）

１．５５７７面積（k㎡）

倍率現状(A)

※国土数値情報、国勢調査結果を基に試算

※海面が１ｍ上昇した場合の面積、人口の６０％分を増分として試算

地球温暖化について

※IPCC第１作業部会第１０回会合（H19.1.29～2.1）で承認

・人為起源の温室効果ガスの増加が温暖化の原因とほぼ断定（第３次評価報告書の「可能性が高い」より踏み込んだ表現）

・最近１２年は１８５０年以降で最も温暖な１２年

地球温暖化の影響（試算）

地球温暖化の予測

地球温暖化の原因及び調査結果
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◎気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）第４次評価報告書第１作業部会報告書

・２０３０年までは、社会シナリオによらず１０年当
たり０．２℃の昇温を予測
・熱帯低気圧の強度は強まると予測
・北極海の晩夏における海氷が、２１世紀後半ま
でにほぼ完全に消滅するとの予測もある
・大気中の二酸化炭素濃度上昇により、海洋の酸
性化が進むと予測

２１世紀末の平均気温上昇と平均海面水位上昇



海岸保全区域を海側に延長している事例
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海岸保全区域の延長（豊橋海岸）

≪目的≫

１．離岸堤・人工リーフ等の沖合施設の設置

２．沖合施設から海側で砂利採取の防止

陸域３０ｍ延長

水域３０００ｍ延長

豊橋海岸
高塚・寺沢地区海岸

高豊漁港海岸
高豊地区海岸

二川漁港海岸
二川地区海岸

海岸保全区域

当初の海岸保全区域

≪延長範囲≫

１．陸域： ３０ｍ

２．水域： ３０００ｍ

離岸堤
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海岸保全区域の延長（北九十九里海岸）

≪目的≫

１．津波･高潮･波浪対策

２．ヘッドランド、離岸堤、護岸の設置

≪延長範囲≫

１．水域： ４００ｍ

２００ｍ

至 九十九里

北
九
十
九
里
海
岸

L=
6,

36
6m

ヘッドランド

離岸堤

護岸至 銚子 越波状況写真

２００ｍ

海岸保全区域

ヘッドランドイメージ
海岸保全区域 ４００ｍ延長

36


